
宇都宮市立西原小学校 第５学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県
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★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

読むこと

平均正答率は，市や県と比べ,ほぼ同程度である。
○説明文の中で，段落相互の関係を捉えて適切な
関係を選ぶ問題では，正答率が県平均を大きく上
回っていた。授業の中で段落相互の関係を丁寧に
押さえて学習している成果だと思われる。
●物語文の叙述を基に場面の様子を読み取ること
や説明文の内容の理解して中心となる語や文をとら
えるのとに課題があった。

・説明文では，文章の内容や筆者の考えの中心となる
語，文に着目させながら的確に読み取れるよう指導して
いく。
・物語文では，今まで読んできた教科書の文章について，
時間や場所の変化を表現する言葉や文，描写などを取り
上げて，書かれている内容を短い言葉であらすじにしてま
とめたり，場面に即した挿絵を考えながら紙芝居を作成し
たりするなど工夫して学習できるようにしていく。

伝統的な言語文化
と国語の特質
に関する事項

他の領域と比べ平均正答率が高く，県や市の正答
率を大きく上回っている。
○漢字の読み書きについて，第３，４学年配当漢字
の読み書きの正答率は県平均を大きく上回ってい
る。また，慣用句や指示語の使い方，読点の打ち方
についてもよく理解できていた。継続的に学習に取
り組んできた成果だと考えられる。

・各教科の調べ学習や日常生活の中でも，国語辞典や漢
字辞典の利用させ，語句を拡充したり漢字の読み書きが
習得できるように指導していく。

今後の指導の重点

話すこと・
聞くこと

平均正答率は，市や県と比べ，ほぼ同程度である。
○発表するために調べたことの要点をまとめたり，
相手に分かりやすく説明するための適切な資料を
提示したりすることはよくできている。
●聞く問題において，話の内容を聞き取り，話し方
や話し合いの進め方の工夫を理解することに課題
がみられる。

・話合い活動を円滑に行うための工夫を考えさせ，話し合
う機会を意図的に設けることで，分かりやすく話すための
様々な手法があることを理解し，実際の場面で活用でき
るようにしていきたい。
・インタビューをする際には，話の要点を書き出しながら
話を聞き，話を聞いて分かったことや疑問に思ったことを
文でまとめる活動を取り入れていく。

書くこと

他の領域に比べ,平均正答率が低い。
○日頃より，授業や家庭学習等で書く活動を多く取
り入れている成果として書くことへの抵抗は少なく，
未記入の児童の割合は少ない。
●文章や資料を読み取ることは出来ているが，その
上で必要なことを落とさず書くことに課題がみられ
る。また，与えられた条件を満たして文章を書くこと
が十分ではない。

・基本的な文章の書き方について繰り返し指導していくこ
とで，段落を構成する力を身に付けさせたい。
・テーマや条件を変えた意見文や説明文などを書く機会
を設けることにより，自分の考えを相手に伝える適切な文
章を書くことができるよう指導していく。。
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